
- 1 -

第 ２ ９ １ 回 長 崎 県 南 部 海 区 漁 業 調 整 委 員 会 議 事 録

１ ． 開 催 年 月 日 令 和 ４ 年 １ ０ 月 １ ２ 日 （ 水 ） １ ４ ： ０ ０ ～ １ ５ ： ０ ９

２ ． 通 知 年 月 日 令 和 ４ 年 １ ０ 月 ５ 日 （ 水 ）

３ ． 公 示 年 月 日 令 和 ４ 年 １ ０ 月 ５ 日 （ 水 ）

４ ． 開 催 場 所 長 崎 市 元 船 町 １ ７ ― １

大 波 止 ビ ル ７ 階 会 議 室

５ ． 出 席 者

（ 委 員 ） 吉 谷 会 長 、 吉 本 委 員 、 本 西 委 員 、 野 田 委 員 、 村 田 委 員 、

岡 部 委 員 、 菊 地 委 員 、 松 尾 委 員 、 小 林 委 員 、 中 澤 委 員 、

浅 川 委 員 、 岡 村 委 員 、 山 外 委 員 、 五 島 委 員

       （ 事 務 局 ） 古 原 事 務 局 長 、 中 ノ 瀬 次 長 、 市 山 課 長 補 佐 、 山 下 係 長 、

吉 川 書 記

（ 長 崎 県 ） 漁 業 振 興 課 松 本 企 画 監

資 源 管 理 班 宮 原 課 長 補 佐 、 石 田 主 任 技 師

漁 業 調 整 班 藤 田 主 任 主 事 、 円 口 技 師

県 北 振 興 局 水 産 課 前 川 係 長 、 塩 田 技 師

６ ． 議 題

第 １ 号 議 案 新 規 の 漁 業 許 可 に 係 る 制 限 措 置 等 の 公 示 に つ い て （ 諮 問 ）

第 ２ 号 議 案 長 崎 県 南 部 海 区 漁 業 調 整 委 員 会 が 管 理 す る 公 文 書 の 開 示 等 に

関 す る 規 程 の 廃 止 に つ い て

そ の 他     令 和 ４ 管 理 年 度 に お け る ま あ じ の 追 加 配 分 に つ い て

７ ． 議 事

事 務 局

会 長

事 務 局

定 刻 と な り ま し た の で 、 た だ 今 よ り 第 ２ ９ １ 回 長 崎 県 南 部 海 区 漁 業 調

整 委 員 会 を 開 催 い た し ま す 。

ま ず 、 初 め に 吉 谷 会 長 よ り ご 挨 拶 を お 願 い い た し ま す 。

（ 会 長 挨 拶 ）

そ れ で は 、 議 事 に 入 り ま す 前 に 、 本 日 の 委 員 の 出 欠 に つ い て 事 務 局

よ り 報 告 願 い ま す 。

本 日 は 、 松 下 委 員 が 欠 席 さ れ て お り ま す 。 定 員 １ ５ 名 中 、 １ ４ 名 の 委
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会 長

会 長

事 務 局

漁 業 振 興

課

会 長

五 島 委 員

漁 業 振 興

員 の 出 席 と な っ て お り ま す 。

出 席 者 が 過 半 数 を 超 え て お り ま す の で 、 漁 業 法 第 １ ４ ５ 条 第 １ 項 の 規

定 に よ り 本 委 員 会 が 成 立 し て お り ま す こ と を ご 報 告 い た し ま す 。

ま た 、 本 日 は 第 １ 号 議 案 の 説 明 の た め 、 漁 業 振 興 課 漁 業 調 整 班 、 藤

田 主 任 主 事 、 円 口 技 師 、 県 北 振 興 局 水 産 課 、 前 川 係 長 、 塩 田 技 師 、

そ の 他 の 説 明 の た め 、 同 課 資 源 管 理 班 、 宮 原 課 長 補 佐 、 石 田 主 任 技

師 が 出 席 し て い ま す の で ご 紹 介 し ま す 。

  こ れ よ り 議 事 に 入 り ま す 。

本 日 の 議 事 録 署 名 人 は 、 慣 例 に 従 い ま し て 、 私 の 方 か ら 指 名 し ま

す 。 本 日 の 議 事 録 署 名 人 は 、 「 吉 本 委 員 」 と 「 松 尾 委 員 」 に お 願 い し ま

す 。

  今 回 の 議 題 は 、 お 手 元 の 資 料 の と お り 、

〇 第 １ 号 議 案 新 規 の 漁 業 許 可 に 係 る 制 限 措 置 等 の 公 示 に つ い て

（ 諮 問 ）

〇 第 ２ 号 議 案 長 崎 県 南 部 海 区 漁 業 調 整 委 員 会 が 管 理 す る 公 文

の 開 示 等 に 関 す る 規 程 の 廃 止 に つ い て

○ そ の 他 令 和 ４ 管 理 年 度 に お け る ま あ じ の 追 加 配 分 に つ い て

と な っ て お り ま す 。

そ れ で は 、 第 １ 号 議 案 「 新 規 の 漁 業 許 可 に 係 る 制 限 措 置 等 の 公 示

に つ い て （ 諮 問 ） 」 を 上 程 し ま す 。

事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。

第 １ 号 議 案 に つ い て 、 お 手 元 の 資 料 の ５ ペ ー ジ と ７ ペ ー ジ を ご 覧 下 さ

い 。 県 か ら 諮 問 文 が 参 っ て お り ま す の で 、 朗 読 さ せ て い た だ き ま す 。

（ 諮 問 文 朗 読 ）

ま た 、 お 手 元 の 資 料 ６ ペ ー ジ と ８ ペ ー ジ か ら 関 連 す る 資 料 を 添 付 し て

お り ま す の で 、 県 担 当 者 か ら 説 明 い た し ま す 。

（ い わ し 、 い か な ご 、 こ の し ろ 敷 網 漁 業 （ 橘 湾 中 央 地 区 ） 、 手 繰 第 3

種 な ま こ け た 網 漁 業 （ 大 村 湾 南 部 地 区 ） 及 び な ま こ 漁 業 （ 佐 世 保 市 南

部 地 区 ） に つ い て 諮 問 内 容 説 明 ）

た だ い ま 、 説 明 が あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 ご 審 議 願 い ま す 。

敷 網 の 許 可 で す が 、 操 業 区 域 の 中 で 基 点 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ と あ り ま す が 、

こ れ は 橘 湾 の 中 の 共 同 漁 業 権 の 基 点 が 書 か れ て あ る の で す か 。

共 同 漁 業 権 の 基 点 で は あ り ま せ ん 。 橘 湾 の 区 域 の 基 点 と な っ て お
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課

五 島 委 員

漁 業 振 興

課

五 島 委 員

漁 業 振 興

課

五 島 委 員

漁 業 振 興

課

五 島 委 員

漁 業 振 興

課

五 島 委 員

漁 業 振 興

課

五 島 委 員

り 、 橘 湾 の 殆 ど を 指 す 区 域 と な っ て い ま す 。

（ 図 面 で 示 し な が ら ） 長 崎 半 島 か ら 島 原 半 島 ま で の 湾 内 の 中 の 橘 湾

の 区 域 で 、 湾 内 の 一 部 と な り ま す 。

以 前 は 江 ノ 浦 地 区 と 池 下 地 区 に 許 可 が あ り 、 池 下 地 区 は こ の 湾 内 の

公 海 上 の 一 部 と 池 下 地 区 の 共 同 漁 業 権 を 操 業 区 域 と す る 許 可 を 出 し

て い ま す 。 も う 一 つ の 許 可 は 、 江 ノ 浦 地 区 で 同 様 に 公 海 上 の 一 部 と 江 ノ

浦 地 区 の 共 同 漁 業 権 を 操 業 区 域 と す る 許 可 を 出 し て い ま し た が 、 今

回 、 橘 湾 中 央 漁 協 が 管 轄 す る 共 同 漁 業 権 と 橘 湾 を 合 わ せ て 一 つ の 許

可 と し て 新 規 に 取 得 し た い と い う こ と で 諮 問 す る こ と に な り ま し た 。

今 ま で は 、 橘 湾 の 共 同 漁 業 権 は 2０ 号 か ら 29 号 ま で あ っ た が 、 今 回

は 20 号 と 23～ 25 号 を 除 い て 28 と 29 号 に 27 号 を 足 す と い う こ と で

す か 。

そ う で す 。

許 可 の 有 効 期 間 は 、 ど う や っ て 定 め ら れ て い ま す か 。

許 可 の 有 効 期 間 に つ い て は 、 江 ノ 浦 地 区 の 敷 網 漁 業 と 池 下 地 区 の

敷 網 漁 業 の 有 効 期 間 を 引 き 継 ぐ よ う な 形 で 設 定 し て い ま す 。

今 度 の 漁 業 権 の 切 り 替 え は い つ で す か 。

令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日 で す 。

共 同 漁 業 権 の 切 り 替 え の あ と の 許 可 と し て 、 こ れ で よ い の で す か 。 共

同 漁 業 権 が 入 っ て い ま す が 。

共 同 漁 業 権 と は 、 直 接 的 に は 関 係 な い の で 、 今 の と こ ろ は 継 続 す る

予 定 で す 。

共 同 漁 業 権 が 区 域 に 入 っ て い る が 、 無 く な っ た り 変 わ っ た り し た 場 合

は ど う す る の で し ょ う か 。

万 が 一 、 仮 に そ う い う こ と が あ れ ば 操 業 区 域 の 見 直 し が 必 要 に な っ て

く る と 思 わ れ ま す 。

現 在 、 漁 場 調 査 を し て い ま す が 、 共 同 漁 業 権 が 変 わ る こ と は 今 の と

こ ろ あ り ま せ ん 。

次 の 許 可 も そ う で す が 、 共 同 漁 業 権 の 切 り 替 え で 区 域 は 変 わ ら な い

の だ け ど 、 制 度 的 に は あ り え る の で 漁 業 権 の 存 続 期 間 と 整 合 を 取 ら な く
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漁 業 振 興

課

五 島 委 員

漁 業 振 興

課

五 島 委 員

漁 業 振 興

課

会 長

松 尾 委 員

県 北 振 興

局 水 産 課

松 尾 委 員

県 北 振 興

局 水 産 課

松 尾 委 員

て よ い の で し ょ う か 。

そ こ は 、 可 能 性 と し て は 極 め て 少 な い 中 で 、 万 が 一 そ の よ う な こ と が

起 き た 場 合 は 、 許 可 の 内 容 や 操 業 区 域 を 見 直 す こ と を し て い く こ と に な

る と 思 い ま す 。

共 同 漁 業 権 内 の 許 可 は 免 許 内 容 の 漁 業 種 類 と し て 入 っ て な い 場 合 、

免 許 内 容 に す る 前 に 許 可 で 対 応 し て 切 り 替 え の 時 に 免 許 に 替 え る と い

う 方 法 と す る が 、 免 許 内 容 と す る 漁 業 と い う の は 、 普 通 は 切 り 替 え の 時

に 免 許 に 入 れ て い く こ と も あ る の で 、 大 体 、 免 許 の 存 続 期 間 に 合 わ せ

る 。 今 回 は 、 免 許 の 存 続 期 間 を 考 慮 し て い る と 思 い ま す 。 な ま こ け た 網

漁 業 は 免 許 内 容 と な り ま す か 。

な ま こ け た 網 漁 業 は 、 免 許 漁 業 と な り ま せ ん 。

万 が 一 、 共 同 漁 業 権 が 消 滅 又 は 内 容 が 変 更 し た 場 合 に 対 応 を 考 え

な い と い け な い 。

は い 、 そ の よ う に し ま す 。

ほ か に 意 見 が あ り ま す か 。

な ま こ け た 網 漁 業 の 件 で す が 、 大 村 湾 南 部 と 佐 世 保 市 南 部 で な ぜ

許 可 上 の 「 操 業 期 間 」 の 開 始 日 が １ １ 月 １ ５ 日 と １ １ 月 １ 日 と 日 に ち が 違

っ て い る の で す か 。

な ま こ を 採 捕 す る 漁 業 に つ き ま し て は 、 長 崎 県 南 部 海 区 漁 業 調 整 委

員 会 の 指 示 で 採 捕 期 間 が 定 ま っ て い ま す 。 そ の 中 で そ れ ぞ れ 漁 業 種

類 が 異 な る の で 大 村 湾 南 部 と 佐 世 保 市 南 部 の 採 捕 期 間 が 異 な っ て い

ま す 。

日 に ち が ど ち ら か に 統 一 す れ ば 別 に 何 も な い 。 な ぜ 、 同 じ 大 村 湾 で

少 し 離 れ て い る だ け な の に 違 う の か と い う 疑 問 で す 。

な ま こ の 採 捕 の 制 限 期 間 に つ き ま し て は 、 令 和 ３ 年 長 崎 県 南 部 海 区

漁 業 調 整 委 員 会 指 示 第 １ 号 に お き ま し て 、 令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ５ 年 度

の 各 年 度 の 11 月 １ 日 か ら １ １ 月 14 日 ま で 、 お よ び ２ 月 16 日 か ら ３ 月

31 日 ま で と な っ て お り ま し て 、 実 態 と し て は 各 地 区 で 採 捕 期 間 が 異 な る

た め 委 員 会 指 示 と 日 に ち が 分 か れ て 設 定 さ れ て い ま す 。

そ れ は わ か る 、 そ れ は 各 漁 協 と 調 整 し て い る 。 平 常 は 、 11 月 15 日

以 降 し か 実 際 は や ら な い し 、 な ぜ こ の 表 に １ 日 と 15 日 と 分 け て あ る の か
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県 北 振 興
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課

会 長

全 委 員

会 長

全 委 員

会 長

意 味 が 分 か ら な い 。

そ ち ら に つ き ま し て は 、 地 元 の 漁 業 の 実 態 で 操 業 が で き ま す 。

大 村 湾 で 一 緒 に 話 し 合 っ て 日 に ち を 決 め て や る こ と だ か ら 日 に ち は い

い ん で す け ど 、 統 一 し て も ら え れ ば 別 に 何 事 も 無 い わ け で す 。

大 体 、 な ま こ 自 体 が 今 、 温 暖 化 に な っ て だ ん だ ん と 採 る 期 間 が ず れ

て き て い ま す か ら 、 １ ５ 日 以 降 に な る こ と は わ か り ま す け ど 何 で 両 方 と も

同 じ で な い の で す か 。 大 村 湾 南 部 の 方 は な ぜ 11 月 １ 日 が 許 可 上 の 操

業 期 間 の 開 始 日 と な る で し ょ う か 。 統 一 し て も ら え れ ば い い と い う 話 で

す 。

手 繰 第 ３ 種 な ま こ 桁 網 漁 業 に つ き ま し て は 、 実 態 で は 許 可 上 の 操 業

期 間 を 11 月 １ 日 で 各 漁 協 と も 同 じ で 、 終 期 は ２ 月 末 だ っ た り ３ 月 末 だ っ

た り で 、 現 状 、 許 可 の 操 業 期 間 は 違 っ て い ま す 。

前 回 の 切 り 替 え の 時 期 を 踏 襲 し て そ の 形 に な っ て い ま す が 、 松 尾 委

員 の お っ し ゃ る と お り 許 可 上 の 操 業 期 間 を 一 緒 に す べ き と な れ ば 、 次 の

切 り 替 え が 令 和 ８ 年 10 月 31 日 ま で と な っ て い ま す の で 、 そ の 時 に 調 整

が 整 う か ど う か 意 見 を 聞 い て い く 必 要 が あ る と 思 い ま す 。 調 整 が 整 え ば

そ う い っ た こ と が あ り 得 る と 思 い ま す 。

ま た 、 県 北 振 興 局 水 産 課 か ら 説 明 が あ っ た 11 月 15 日 か ら 2 月 15

日 ま で は 長 崎 県 南 部 海 区 漁 業 調 整 委 員 会 指 示 を 踏 ま え 、 操 業 期 間 を

設 定 さ れ て い る と 思 い ま す 。

松 尾 委 員 の ご 指 摘 に つ い て は 、 大 村 湾 海 区 組 合 長 会 で 委 員 会 指 示

を 踏 ま え て 合 わ せ た 方 が い い の か 、 そ こ の 整 合 性 に つ い て ご 審 議 い た

だ く 必 要 が あ る と 思 い ま す 。

他 に ご 意 見 等 ご ざ い ま せ ん か 。

（ 意 見 等 な し ）

他 に 、 ご 意 見 等 も な い よ う で す の で 、 第 １ 号 議 案 「 新 規 の 漁 業 許 可 に

係 る 制 限 措 置 等 の 公 示 に つ い て （ 諮 問 ） 」 に つ い て は 、 諮 問 原 案 ど お り

公 示 し て 差 し 支 え な い 旨 、 答 申 し て よ ろ し い で し ょ う か 。

（ 異 議 な し ）

ご 異 議 も な い よ う で す の で 、 第 １ 号 議 案 「 新 規 の 漁 業 許 可 に 係 る 制

限 措 置 等 の 公 示 に つ い て （ 諮 問 ） 」 に つ い て は 、 諮 問 原 案 ど お り 公 示 す

る こ と に 差 し 支 え な い 旨 、 答 申 す る こ と に 決 定 し ま し た 。

続 き ま し て 、 第 ２ 号 議 案 「 長 崎 県 南 部 海 区 漁 業 調 整 委 員 会 が 管 理

す る 公 文 書 の 開 示 等 に 関 す る 規 程 の 廃 止 に つ い て 」 を 上 程 し ま す 。
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事 務 局

事 務 局

会 長

五 島 委 員

事 務 局

五 島 委 員

事 務 局

五 島 委 員

事 務 局

事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。

第 ２ 号 議 案 に つ い て 、 お 手 元 の 資 料 の １ ２ ペ ー ジ を ご 覧 下 さ い 。

吉 川 主 任 技 師 か ら 説 明 い た し ま す 。

・ 「 長 崎 県 南 部 海 区 漁 業 調 整 委 員 会 が 管 理 す る 公 文 書 の 開 示

等 に 関 す る 規 程 」 は 、 知 事 が 管 理 す る 公 文 書 の 開 示 等 に 関 す る

規 則 を 準 用 し て き た 。

・ 今 回 、 「 長 崎 県 情 報 公 開 条 例 施 行 規 則 」 の 全 部 改 正 が 明 ら か

  な り 総 務 文 書 課 の 指 導 を 受 け 廃 止 を 提 案 す る も の 。

・ 今 後 、 情 報 開 示 等 の 取 扱 い は 同 条 例 、 規 則 に よ り 事 務 取 扱 と

な る 。

・ 施 行 日 は 、 県 内 委 員 会 、 内 水 面 管 理 委 員 会 で 承 認 さ れ 次 第 。

た だ い ま 、 説 明 が あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 ご 審 議 願 い ま す 。

県 規 則 が 改 正 さ れ る の で 、 委 員 会 の 規 程 は 廃 止 し 、 県 規 則 が 改 正 さ

れ た あ と に 、 ま た 委 員 会 の 規 程 を 告 示 す る こ と に な り ま す か 。

大 元 の 県 情 報 公 開 条 例 に お い て 、 当 委 員 会 が 扱 う 公 文 書 に お い て

県 の 施 行 規 則 で 読 め る よ う 条 文 が 改 正 さ れ て お り ま す の で 、 県 情 報 公

開 条 例 、 同 施 行 規 則 で 公 文 書 を 取 り 扱 う こ と と な り ま す 。

総 務 文 書 課 と 協 議 し て お り 、 当 委 員 会 で 規 程 を 定 め 直 す 手 続 き は 必

要 あ り ま せ ん 。

平 成 4 年 の 告 示 は 、 委 員 会 で も 公 文 書 の 情 報 公 開 の 取 扱 い が 必 要

と な り 作 っ た も の で 、 当 時 、 県 の 規 則 を 準 用 す る と し ま し た 。 今 度 、 県 の

規 則 が 変 わ る の で 、 平 成 ４ 年 の 規 程 の 変 更 が 必 要 と 思 っ た が 、 そ れ も

要 ら な い と い う こ と で す か 。 当 然 、 告 示 、 規 則 も 要 ら な い こ と に な っ た の

で す か 。

こ の 内 容 に つ い て は 、 他 の 行 政 機 関 で あ る 労 働 委 員 会 、 収 用 委 員

会 等 の も の を 調 べ た う え で 、 改 め て 制 定 す る 必 要 は な い と 県 の 法 制 担

当 と 協 議 し 、 改 正 す る 必 要 な い も の と 整 理 し て お り ま す 。

「 施 行 規 則 の 例 に 依 る 」 と し な く て よ い の で す か 。

そ も そ も 、 県 の 規 則 は あ る け れ ど も 、 そ れ ぞ れ 委 員 会 も 作 ら な い と い

け な い と い う の が ス タ ー ト だ っ た 。 当 然 、 県 の 規 則 が あ れ ば 県 の 規 則 の

と お り に し ま す と 一 言 、 言 っ て お か な い と な る と 、 行 政 機 関 が や っ て い る

意 味 に な ら な い と 思 い ま す 。 大 丈 夫 で す か 。

本 県 は 、 他 の 県 よ り 古 く 、 平 成 ４ 年 に 条 例 を 定 め 、 同 年 に 委 員 会 で 規

程 を 定 め て お り ま す 。 そ の 後 、 昨 今 の 情 報 公 開 手 続 き な ど 、 頻 繁 に 大
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会 長

全 委 員

会 長

全 委 員

会 長

会 長

元 の 法 律 な ど が 改 正 さ れ て お り ま す 。

そ の 中 で 、 古 く 定 め て い た 本 委 員 会 の 内 容 が 改 正 に 乗 り 遅 れ た 形 と

な り 、 昔 の 形 の ま ま 残 っ て い る 状 況 と な り ま し た 。 ま た 、 他 の 委 員 会 で あ

る 収 用 委 員 会 等 は 規 程 を 定 め て お ら ず 、 古 く か ら 県 条 例 、 規 則 で 扱 っ

て き た 実 態 が あ り ま す 。 当 委 員 会 で も 、 特 段 、 廃 止 し て も 支 障 は な い と

思 っ て お り ま す 。

規 程 は 廃 止 し て 、 今 あ る 公 示 を 出 し 直 す こ と を し な く て よ い の で す

か 。 県 の 制 度 と し て や っ て お く べ き 事 務 、 実 体 的 な 制 度 と 思 い ま す が 。

委 員 会 の 内 規 で あ り 、 総 務 文 書 課 と 協 議 し て お り 、 支 障 は な い と 思 い

ま す 。

他 県 で も 規 則 が あ っ た り な か っ た り し て 、 県 内 で も 同 じ で す 。 こ れ は

委 員 会 の 判 断 で あ り 、 廃 止 し て も 特 段 、 支 障 は な い と 思 い ま す 。

今 回 は 、 「 意 見 が あ り ま し た よ 」 と い う こ と で 、 総 務 文 書 課 と 相 談 し て

い た だ い て 、 あ る い は 設 置 し た 方 が い い と い う こ と で あ れ ば 、 後 日 、 協 議

す る こ と で 如 何 で し ょ う か 。

制 定 当 時 、 定 め た 経 緯 、 背 景 な ど を 見 て 作 業 を し た か っ た の で す

が 、 当 時 の 文 書 を 探 し た も の の な か っ た た め 、 他 の 委 員 会 の 状 況 を み

な が ら 、 必 要 性 は 薄 く な っ た と い う こ と で 廃 止 を 提 案 し ま し た 。 実 務 上 は

影 響 な い の で す が 、 万 が 一 生 じ た 時 は お っ し ゃ る と お り に し た い と 思 っ て

お り ま す 。

万 が 一 生 じ た 場 合 に は 、 再 度 協 議 す る こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。

廃 止 は つ い て は 、 全 然 異 議 は あ り ま せ ん 。

他 に ご 意 見 等 ご ざ い ま せ ん か 。

（ 意 見 等 な し ）

他 に 、 ご 意 見 等 も な い よ う で す の で 、 第 ２ 号 議 案 「 長 崎 県 南 部 海 区

漁 業 調 整 委 員 会 が 管 理 す る 公 文 書 の 開 示 等 に 関 す る 規 程 の 廃 止 に つ

い て 」 に つ い て は 、 廃 止 す る こ と に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

（ 異 議 な し ）

ご 異 議 も な い よ う で す の で 、 第 ２ 号 議 案 「 長 崎 県 南 部 海 区 漁 業 調 整

委 員 会 が 管 理 す る 公 文 書 の 開 示 等 に 関 す る 規 程 の 廃 止 に つ い て 」 に

つ い て 、 廃 止 す る こ と に 決 定 し ま し た 。

続 き ま し て 、 そ の 他 の 件 で 「 令 和 ４ 管 理 年 度 に お け る ま あ じ の 追 加 配
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漁 業 振 興

課

会 長

岡 部 委 員

分 に つ い て 」 ご 報 告 願 い ま す 。

・ 令 和 ４ 年 ８ 月 23 日 開 催 の 数 量 明 示 関 係 者 会 議 に お い て 、

関 係 県 及 び 大 中 型 ま き 網 漁 業 の 関 係 者 が 、 国 の 留 保 か ら の 配 分

を 要 望 す る こ と 合 意 。

・ 農 林 水 産 大 臣 か ら 「 ま あ じ に 関 す る 令 和 ４ 管 理 年 度 に お け る 都

道 府 県 別 漁 獲 可 能 量 の 変 更 の 通 知 」 に よ り 、 ま あ じ の 本 県 漁 獲

可 能 量 は 、 20,200 ト ン か ら 23,200 ト ン に 変 更 。

・ ・ 10 月 ７ 日 、 長 崎 県 知 事 管 理 漁 獲 可 能 量 を 改 正 し 告 示 。

た だ 今 の 報 告 に つ い て 、 何 か ご 意 見 は あ り ま す か 。

今 回 、 初 め て の 数 量 明 示 の 関 係 県 の 合 意 と い う こ と に な っ て い ま す 。

実 際 に ６ 月 半 年 の 数 量 を 把 握 し た 時 点 で 、 そ れ 以 降 の 半 年 を ５ カ 年

の 最 大 数 量 を も っ て 、 ２ 万 ト ン の 配 分 に 対 し て 約 ８ 千 ト ン の 時 点 で 合 意

を 図 ろ う と 、 そ の 時 の 最 近 時 の 他 県 の 数 量 譲 渡 、 他 県 の 大 臣 許 可 の ５

カ 年 の 最 大 数 量 を 並 べ た 、 そ の 辺 の 数 量 、 数 字 も 一 緒 に 達 し て い か な

い と 、 何 の ル ー ル に 基 づ い て こ の 数 字 を 合 意 に 至 っ た の か 、 求 め て い っ

た と い う の が 全 く 分 か ら な く て 、 た だ 合 意 し ま し て 長 崎 県 に は ３ 千 ト ン 追

加 配 分 が 来 る よ う に お 願 い し た 。 結 論 、 追 加 さ れ た と な り ま し た と い う 報

告 で あ る 。

こ れ は 報 告 な の で し ょ う け ど 、 や は り 今 後 の こ と を 考 え た ら 何 の ル ー

ル に 基 づ い て い る の か 、 そ し て 最 終 的 に は 先 程 担 当 者 の 説 明 で 気 に な

っ た の が 「 国 よ り 頂 い た 」 と い う 表 現 が あ っ た 。 国 は で す ね 、 与 え る ん じ

ゃ な い ん で す よ 。 国 全 体 の 漁 獲 可 能 量 枠 を い か に 有 効 に し っ か り 消 化

し て い く か 、 そ し て 資 源 を 守 っ て い く か と い う の を 考 え る 立 場 な の で す 。

各 県 に 配 分 量 を 渡 す 、 く れ る 立 場 で は な い の で す 。 そ う い う 気 持 ち が あ

っ た ら そ う い う 言 葉 に な り ま す の で 、 そ の 中 で 、 県 は ま き 網 を 含 め そ の ほ

か を 含 め て も っ と 適 切 な 配 分 の 仕 方 を し っ か り 考 え て い た だ き た い

そ う こ と で 、 私 は 75％ ル ー ル も あ り な が ら 、 40％ 達 成 し た と こ ろ で 過

年 度 の 数 字 を 長 く 比 較 し た ら 、 折 角 、 数 量 配 分 県 な の で 合 意 に も っ て

い き ま し ょ う と 、 他 県 と 打 ち 合 わ せ て こ う い う 形 に 持 っ て い き ま し た と 、

今 回 に つ い て は こ れ で ス ム ー ズ に い く か も し れ な い で す が 、 国 が 持 っ た

１ 万 ８ 千 ト ン の う ち １ 万 ３ 千 ト ン を こ れ で 使 う 。 あ と 国 の 留 保 枠 は ５ 千 ト ン

し か 残 ら な い 。 あ と 半 年 の 中 で ど っ か で 突 発 的 な こ と が 起 き た 時 に 、 逆

に 言 え ば 一 度 追 加 配 分 し た け ど 次 も 再 配 当 す る と 、 そ う い う こ と が 検 討

さ れ て い る の か 。 他 の 県 に 配 分 さ れ ま す よ ね 。 今 ま で だ っ た ら 、 大 体 消

化 を 見 据 え て 未 消 化 に な る の で 、 そ こ で 終 わ り で す 。

今 年 の マ イ ワ シ み た い に 突 発 的 に 大 漁 が 起 き た ら 、 い つ ど の よ う な 対

応 を す る の か 。 一 番 大 事 な の は や は り 、 配 分 の 仕 方 、 追 加 配 分 の 仕 方

の ル ー ル が 明 確 化 し て な い と 、 こ れ ま で も 長 い こ と 、 国 の 追 加 配 分 が 何

に 基 づ い て い る か が 分 か ら な い 。 あ る 時 は ７ 千 ト ン 配 分 さ れ た 、 宮 崎 県
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漁 業 振 興

課

岡 部 委 員

の サ バ が 終 わ っ た 時 、 ３ 万 ３ 千 ト ン 。 当 初 配 分 ７ 千 ト ン の 当 初 配 分 は 何

な ん で す か 。 途 中 、 ４ 回 、 ５ 回 、 追 加 配 分 で す よ 、 追 加 配 分 と い う の も

何 に 基 づ い て 追 加 配 分 す る の か 、 ル ー ル 化 を し て い か な い と 、 今 は ま

だ 実 害 が 起 き て な い の で 現 場 が ト ラ ブ ル は あ り ま せ ん 。 た だ 、 こ れ が 、

本 当 に 現 実 に 漁 に 支 障 が 広 が っ て い る よ う に な っ た 時 に は 、 や は り そ こ

が ル ー ル 化 し て な い と 、 や は り 現 場 で 一 生 懸 命 頑 張 っ て い る 漁 業 者 の

方 々 に し っ か り し た こ と を 伝 え と っ た 方 が い い 。 今 回 も 長 崎 の ３ 千 ト ン に

つ い て は 、 こ う い う 経 過 な の で ２ 千 何 百 ト ン 足 ら な い ん で ３ 千 ト ン 追 加 を

申 し 出 て 、 ３ 千 ト ン 認 め ら れ ま し た 、 と い う 報 告 を 受 け て で す け ど 、 大 規

模 の ７ 千 ト ン 、 鹿 児 島 の ２ 千 ト ン 、 そ の 辺 が ど の 流 れ で こ の 数 字 に な っ た

と い う の も 一 緒 に 合 意 を し ま し た と い う 、 そ こ ま で の 資 料 は 作 っ て 提 示 し

て 頂 き た い 。 と い う こ と で 要 望 し て き ま す 。

要 望 で ご ざ い ま す の で 、 次 回 か ら 検 討 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

た だ 今 の 追 加 配 分 に つ い て 、 他 に あ り ま せ ん か 。

（ 意 見 等 な し ）

他 に 、 そ の 他 皆 様 か ら ご 意 見 あ り ま せ ん か 。

先 程 、 松 尾 委 員 と 意 見 が 重 な り ま す が 、 資 料 ６ ペ ー ジ の な ま こ の 操 業

の ３ 年 間 、 大 村 湾 の ナ マ コ 資 源 を 復 活 す る 県 の 方 針 に 従 っ て 、 最 大 公

約 数 11 月 15 日 か ら ２ 月 15 日 ま で し ま す よ と 、 そ う い う 趣 旨 の も と 組

合 長 会 で 諮 っ て 各 漁 協 は 理 事 会 に 諮 っ て 決 定 し ま し た 。

そ の 範 囲 の 中 で 漁 に 出 て 下 さ い と い う 方 針 を し て い る の は ５ 年 か ６ 年

目 に な っ て お る 。 こ れ は 県 の 方 針 で す よ 。 こ こ に 書 い て あ る 11 月 15 日

を は み だ し て い る こ と は あ り 得 ま せ ん 。 11 月 15 日 か ら ２ 月 15 日 を こ だ

わ ら な く て い い の で す か 。 組 合 長 会 で 審 議 さ れ 、 県 の 方 針 で す 。 ど う も

話 が 違 い ま す 。

今 の 岡 村 委 員 の 発 言 は 、 委 員 会 指 示 に 関 す る も の と 思 い ま す 。 先

程 、 申 し ま し た よ う に 、 許 可 の 操 業 期 間 と 委 員 会 指 示 と 乖 離 し て い ま

す 。 本 来 で あ れ ば 、 委 員 会 指 示 は ３ 年 間 ス パ ン で 出 て い て 、 前 回 の 許

可 の 時 に そ こ の 辺 の 見 直 し が 検 討 さ れ た か ど う か 把 握 し て お り ま せ ん

が 、 あ ら た め て 資 源 保 護 の 観 点 か ら 皆 さ ん の 合 意 の も と 委 員 会 指 示 を

か け て い ま す の で 、 大 村 湾 の 組 合 長 会 で 委 員 会 指 示 を 踏 ま え て 許 可

の 操 業 期 間 に つ い て 次 回 の 切 り 替 え に 向 け て 整 理 し て い た だ け れ ば と

思 い ま す 。

３ 回 目 の 委 員 会 で 、 許 可 期 間 で 隣 の 地 区 と 異 な っ て お り 、 意 味 が あ る

の で す か と 質 問 し ま し た 。 そ の 時 に も 、 漁 協 職 員 も 仕 事 の や り 方 と か み

て て 、 や は り 前 に 倣 っ て 、 年 を 変 え る ぐ ら い の 作 り 方 を し て い く ん で す 。

そ れ で 、 許 可 証 は 問 題 な く 届 く の で す が 、 や は り 県 の 担 当 も 前 は ど う

や っ て 作 っ た か な と い う 過 去 を 調 べ た り す る の が 多 い ん で す 。
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課

会 長

事 務 局

会 長

委 員 会 で 疑 問 が あ が っ た 時 、 ナ マ コ の 委 員 会 指 示 を 諮 問 し て 一 回 は

合 意 が い か な か っ た が 、 組 合 長 の 努 力 で 取 り 組 み が 大 村 湾 全 体 に 拡

大 し た こ と が あ っ た の を 承 知 し て い る 。

期 間 が 二 つ あ る 場 合 、 明 確 に こ う な ん で す と 、 皆 が 分 か る よ う な 、 理

解 で き る よ う な 日 に ち だ っ た ら そ う な ん で す ね と な る 。 何 故 、 そ う い う 質

問 に な る か っ て い う と 、 そ こ な ん で す 。

そ し た ら 地 元 の 声 、 要 望 で と 言 う ん で す 。 地 元 か ら の 要 望 で す が 、 地

元 は 地 元 の こ と し か 知 り ま せ ん 。

担 当 者 は 、 上 が っ て 来 た の を 見 て 日 に ち に 意 味 が あ る の か 、 そ ろ え る

こ と が で き な い の か と い う の が 、 現 場 が 混 乱 を 少 な く す る こ と に つ な が っ

て い き ま す 。 内 容 的 に は 前 回 私 が 感 じ た 疑 問 で し て 、 日 に ち の ず れ を

質 問 さ せ て い た だ い た 。 松 尾 委 員 か ら の 意 見 は そ の 時 と 類 似 し た 質 問

で す 。

岡 部 委 員 か ら ご 指 摘 い た だ い た と お り 、 我 々 も 前 例 主 義 で は あ り ま せ

ん が 、 上 が っ て き た も の は 同 じ よ う に 処 理 す る と こ ろ が あ り ま す 。

同 じ 湾 内 は 内 容 を 各 漁 協 に 共 有 す る 、 委 員 会 指 示 が あ る 中 で 、 組 合

長 会 で 議 論 頂 き な が ら 操 業 期 間 を 統 一 し た 方 が い い よ と ま と ま れ ば 、

そ う い っ た 形 に も っ て い き た い と 思 い ま す 。 丁 寧 さ が 我 々 に 足 ら な い と こ

ろ が あ り ま す の で 、 丁 寧 に や っ て い き た い と 思 い ま す 。

皆 さ ん 異 動 し て し ま え ば 分 か ら な く な る の で 、 引 継 ぎ を よ ろ し く お 願 い

し ま す 。

事 務 局 か ら 何 か あ り ま す か 。

（ 意 見 等 な し ）

何 も な い よ う で す の で 、 こ れ を も ち ま し て 、 第 ２ ９ １ 回 長 崎 県 南 部 海

区 漁 業 調 整 委 員 会 を 閉 会 い た し ま す 。

＜ 閉 会 ＞


